
６年 算数科学習指導案 
  

 
 

 
１ 単元名 ともなって変わる２つの量の関係を調べよう  

 

２ 指導の立場 

（１）単元について 

本単元の構成と学習指導要領の関連は次のようである。 

「D 数量関係」  

（３）伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。 

ア 比例の関係について理解すること。また、式、表、グラフを用いてその特徴を調べること。 

  イ  比例の関係を用いて、問題を解決すること。 

ウ 反比例の関係について知ること。 

  第5学年で、簡単な場合の比例の関係について、比例の定義を「○の値が2倍、3倍、4倍、…になると、それにとも

なって、△の値も 2倍、3 倍、4 倍、…になるとき、△は○に比例する。」と理解してきた。第 6学年の「文字を使った式」

で、ｘ、ｙを使った式の表し方について学習し、「比」では比の表し方や等しい比のつくり方についても理解している。 

本単元では、ともなって変わる 2 つの量のなかから、比例の関係と反比例の関係にあるものを中心に考察する。その

ことによって、これまでに学習してきた数量の関係についての見方をまとめ、さらに関数的な見方や考え方を伸ばすこと

をねらいとしている。    

本単元の導入では、比例の対応や変化の特徴について表などを用いて理解を深める。まず始めに表を横に見て（変

化の見方）、①ｘの値が、1/2、1/3、1/4、…になると、それにともなってｙの値も 1/2、1/3、1/4、…になるという関係に加

えて、②ｘの値がｍ倍になるとｙの値もｍ倍になることを学び、比例の関係をまとめる。しかし、②の見方は容易ではない

ので、具体的な表をもとにしながら様々な数値について実際に調べるなどして気付くことができるようにする。次に、比

例の関係を表している表を縦に見て（対応の見方）、ｘの値でそれに対応するｙの値をわった商は、いつも決まった数に

なり、そのことから、ｙ＝決まった数×ｘの式が導かれることが理解できるようにする。また、比例のグラフのかき方やその

特徴を理解していく。 

その後、比例の関係が有効に用いられる場面を用意し、比例の関係を用いると手際よく問題を解決することができる

などのよさを味わえるようにし、日常の問題の解決に進んで比例の関係を活用しようとする態度が育つようにする。 

単元の終わりには、反比例についても扱っていく。反比例の関係においては、ｘの値が2倍、3倍、4倍、…になると、

それにともなって y の値は、1/2、1/3、1/4、…になるという定義を学習する。そして、反比例の関係を表している表を縦

に見て、xの値とそれに対応するyの値の積はいつも決まった数になることをおさえ、表に表されたｘ、ｙの値の組を座標

上にとっていくことによって、反比例のグラフについて理解し、比例のグラフとの違いに気付くことができるようにする。 

【算数的活動】 

身の回りから、比例の関係にある二つの数量を見付けたり、比例の関係を用いて問題を解決したりする活動 

 

日  時 

場  所 

 

平成２７年11月6日(金)第５校時  

６年教室(チャレンジコース)  

少人数教室（じっくりコース） 



（２）児童の実態 

  レディネステストの結果より 

  問題別にコースごとの正答人数とその割合を集計すると次のようになった。（正答率60％未満を網掛け） 

 コースと人数(比例と反比例) チャレンジ26名 じっくり 9名 

①  比例の関係にある２つの数量の関係をx、yを使って式に表す。 

【問題：１本40円の鉛筆をx本、代金をy円として、xとyの関係を式に表しましょう。式：

40×ｘ＝ｙ、ｙ＝40×ｘ】 

24人 92％ 4人 44％ 

②  ｘの値が分かっているときのyの値を求める。 

【問題：鉛筆を９本買ったときの代金を求めましょう。式：40×9＝360 答え：360円】 

24人 92％ 5人 55％ 

③  ｙの値が分かっているときのxの値を求める。 

【問題：鉛筆の代金が720円のときの本数を求めましょう。式：720÷40＝９ 答え：９】 

16人 61％ 3人 33％ 

④  2つの数量が比例の関係かどうかを選ぶ。 

【問題：次の２つの量の関係を調べて、ｙがｘに比例しているものを全部

選び、記号で書きましょう。 

ア １辺の長さがｘ㎝の正方形のまわりの長さy㎝ 
イ 自動車が時速６０㎞でx時間走ったときの走った道のりy㎞ 
ウ 70ページの本をxページ読んだときの残りのページ数yページ 
エ 底辺４㎝、高さx㎝の三角形の面積y㎠ 
オ 面積が32㎠の長方形の縦の長さx㎝と横の長さy㎝（5つの中から3つを選ぶ）  

答え：ア、イ、エ】 

３問正解 3人 11％ 1人 11％ 

２問正解 

 

12人 

 

46％ 

 

0人 

 

0％ 

 

１問以下 10人 38％ 8人 88％ 

⑤  比例の関係ではない2つの数量を、折れ線グラフに表す。 

【問題：問下の表は、ある都市の 1 日の気温の変化を調べたものです。この記録を、折

れ線グラフに表しましょう。答え：省略】 

21人 80％ 2人 22％ 

上記の結果より、チャレンジコースの児童は、比例の関係にある２つの数量を文字を使って式に表したり、２つの数量

の関係をグラフに表したりすることは概ねできている。しかし、文章の意味を読み取ったり、ｘに具体的な数値を当ては

めてｙの値を求めたりするなど、ｘとｙの関係を明らかにすることに困難さがある上、比例の定義に対する理解が不十分

なため、比例かどうかを判断することができていない。また、じっくりコースの児童は、本単元に関わる全ての問題につ

いて、正答率が６０％未満であり、既習事項が定着していないことが分かる。 

以上のことから、どちらのコースも比例の定義について単元を通して繰り返し確認していく必要がある。その上で、比

例の関係にある 2 つの量を表やグラフ、式で表現する活動を通してその特徴を明らかにし、比例についての理解が深

まるようにする。特に、式で表現することが難しいので、表に具体的な数値を書き込んで、表を縦に見る見方（対応の見

方）から比例定数を求めたり、言葉の式を活用したりして、立式できるようにしていく。 

 

３ 研究内容との関わり 

【研究内容１ 単元指導計画の工夫】 

 本単元を指導するに当たって、レディネステストの結果を生かして、次のような工夫をした。 

① 単元を通して大切にすること 

両コースの児童とも、比例の定義の理解が弱く、文章から2つの数量の関係をつかみ、表現する力が十分ではな

い。そのため、本単元では、どの時間も掲示物を示したり、表に矢印を書き込んでとらえたりすることを徹底して比例

の定義の定着を図る。また、比例の関係を明らかにするときも、それが表のどこに表れているかを常に問うことで、表

を見る力を高めていく。そうすることによって、比例の関係を表とつなげて理解し、活用できるようにする。そのために、



表を縦に見る見方（対応の見方）と、横に見る見方（変化の見方）を色の区別をして表し、視覚的に定着させていく。ま

た、身の回りにある比例の関係を見つけ出す活動を取り入れ、その関係が問題解決場面に生かすことができるという

よさを味わわせるようにする。（単元指導計画網掛け参照） 

② つまずきの予想と対応  

本単元の既習事項は、１年生にまで遡り、６年生での学習内容も多いため、児童のつまずきも幅広い。また、両コ

ースの児童とも、比例の定義の定着や定義を活用しての問題解決の力は十分ではない。そのため、比例の関係を見

出すとき、根拠を明らかにして選ぶことができない。そこで、既習事項について掲示を活用して復習し、課題追究の

足場とする。さらに、チャレンジコースでは、活用問題に取り組ませる時にも、より合理的な方法を選んで解決するた

めのヒントを提示しながら、数量の関係について関数的な見方を伸ばしていく。また、じっくりコースでは、２つの数量

の関係を文字の式に表すことや、一方に数値を当てはめて、もう一方の数値を求めること、さらにはグラフに表すこと

についても、既習事項に戻って丁寧に指導していく。 （単元指導計画網掛け参照） 

 

【研究内容２ 児童が楽しく学べる指導過程の工夫】     

 

４ 単元の目標 

ともなって変わる２つの数量の関係について理解し、表、式、グラフに表すことができる。また、比例の特徴を用いて

問題を解決することができる。 

関  ・ともなって変わる２つの数量の関係に関心をもち、進んで調べようとする。 

考  ・比例や反比例の関係にある２つの数量の関係を表、式、グラフに表しその特徴をまとめている。 

技  ・比例や反比例の関係にある２つの数量の関係を表、式、グラフに表すことができる。 

    ・比例の特徴を用いて問題を解くことができる。 

知  ・比例や反比例の意味、性質、式、グラフなどについて理解している。 

    ・比例の特徴を用いた問題の解き方を理解している。 

 １．ユニバーサルデザインの３視点を明確にした指導過程 ２．学習状況に合った支援の仕方の工夫 

チ

ャ

レ

ン

ジ 

○はしの重さは本数に比例していること、その関係を

表に表し、比例の関係を使えば問題解決ができるこ

とに気付くようにする。          視覚化 焦点化 

◎全体交流では、表に矢印をかき込みながら、2つの

見方についてそれぞれのよさを確認し、多様な見

方・考え方ができるようにする。        共有化                 

○比例の定義や性質、表の見方について確認ができる

掲示物と矢印の入ったヒントプリントを用意する。  

◎問題①で課題追究をしたあとのペア交流では、交流

の視点を明確にする。表をどのように見たかをはっきり

させ、表を指し示しながら自分の考えを述べることで、

相手に分かりやすく伝える力を高めるようにする。 

じ

っ

く

り 

◎具体物を提示することで、はしの重さは本数に比例

していること、その関係を表に表し、比例の関係を使

えば問題解決ができることに気付くようにする。         

視覚化 焦点化 

○色と矢印を効果的に使った掲示物を使い、比例の関

係をどのように使うと問題解決ができるのかを理解し

て課題追究できるようにする。         焦点化 

◎問題①では、比例の定義や性質と表の見方をつなげ

て理解できるようにする。問題②では、作成した表をも

とに、掲示物や矢印の入ったプリントなどのヒントを活

用して自力解決ができるようにする。 

○問題②について全体交流で確認した後、表をどのよう

に見たかをはっきりさせてペア交流し、自分の考えを

確かにできるようにする。 



５年 

３年 

２年 

６年 

４年 

1年 

「せいりのしかた」 

・分類整理して数えること 

・分類整理して、簡単な表やグラフに表したり、読み取ったりすること 

・簡単な表やグラフから、特徴を読み取ること 

５年 
5年 

６年 

５年 

６年 

５．単元指導計画（全１１時間）    

既  習  事  項 小単元 ① いろいろな変わり方 ②  比例 

  １年   時 １ ２ ３ 

ねらい 一方が変化すると、それにともなってもう一方の量が変化する事象

を考察する活動を通して、ともなって変わる事象に興味をもつことが

できる。 

ともなって変わる２つの量の変化の様子が比例関係にあるかどうかを

考える活動を通して、比例の定義をおさえ、ｘの値が 1/2、 1/3、 

1/4、…になるとｙの値も 1/2、 1/3、 1/4、…になることを理解するこ

とができる。 

比例の関係にある事象の表から、ｘの２つの値とそれに対応するｙの２つ

の値の割合について調べる活動を通して、その割合がいつも同じであるこ

とを理解する。 

評

価

規

準 

ともなって変わる２つの数量の関係に関心をもち、２つの数量の

変化の様子を進んで調べようとしている。           

【関心・意欲・態度】 

比例する２つの数量の関係を調べるには、表を横に見て調べればよ

いと考え、ｘの値が 1/2、 1/3、 1/4、…になるときのｙの値の変化に

ついて調べている。                  【数学的な考え方】 

         

比例の関係において、ｘの２つの値とそれに対応するｙの２つの値の割合

は、いつも同じであることを理解している。 

                    【知識・理解】 

展開のタイプ 思考力･判断力・表現力などを育む 思考力･判断力・表現力などを育む 知識・技能の習得や定着を図る 

問題 ①一方の量が増えると、もう一方の量はどのように変わっていくか調

べましょう。 
㋐誕生日が同じで、年齢差が４才の 姉の年齢 と 弟の年齢 
㋑面積が24㎠の長方形の 横の長さ と たての長さ 
㋒分速２ｍで歩くロボットの 歩いた時間 と 進んだ長さ 
㋓40ページあるノートの 使ったページ数 と 残りのページ数 

②身のまわりから、一方が増えるともう一方が増えるもの、一方が増

えるともう一方が減るものを探しましょう。 

①１１８ページの㋐と１１９ページの㋒について、２つの量の関係を調

べましょう。 

②㋒の時間ｘ分が1/2, 1/3, 1/4,・・・になると、長さｙｍはどのように変

わるでしょう。 

①左のページの１の２の表で、ロボットが歩いた時間ｘの２つの値と、それ

に対応する進んだ長さｙの２つの値との関係を調べましょう。 

②歩いた時間ｘの値が４から６に変わるとき、ｘの値は1.5倍になります。こ

のとき、対応する長さｙの値は何倍になるでしょう。 

考えられる 

主なつまずき 

ともなって変わる２つの数量を見付けることが難しい。 

一方の量の変化と、それにともなって変わるもう一方の量の変化を

関係付けて見ることが難しい。 

比例の定義があいまいである。 

ｘが 1/2 になると、それにともなってｙも 1/2 になることが理解しづら

い。 

分数倍の見方をとらえることが難しい。 

ｘとｙがそれぞれ何倍になっているかを調べることが難しい。 

コース じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ 
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１．復習をする。 

・「ともなって変わる」の言葉を理

解する。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。 

 

 

 
 
４.みんなで考えをもつ。 
・表をかいて考える。 
・一方が増えると、もう一方も増
える ㋐と㋒ 
・一方が増えると、もう一方が減
る。㋑と㋓ 
 
 
 

 

 

 

 

 

５.問題②  

６.まとめる 

１．復習をする。 

・「ともなって変わる」の言葉を理

解する。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。 

 

 

 

 

４．自分の考えをもつ。 

・表をかいて考える。 

５．ペア交流をする。 

６．全体交流をする。 
・一方が増えると、もう一方も増
える 
㋐ 姉の年齢－弟の年齢＝4 
㋒ 2×歩いた時間＝進んだ長
さ 

・一方が増えると、もう一方が減
る。 

㋑ 横の長さ×たての長さ＝24 
㋓ 使ったページ数＋残りのペ
ージ数＝40 

６．問題②  

7．まとめる。 

１．前時の復習をする。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。  

 

 

４．みんなで考えをもつ。 

・表に表す。 

・㋐はｘとｙは１ずつ増えてい
く。 
・㋐はｘ、ｙがいつも４になる。 
・㋒はｘが 2倍、 3 倍、 ･･･にな
るとｙも 2 倍、 3 倍、 ･･･にな
る。比例だ。 
５．表の見方を理解する。 
・表を横に見るとｘが 1/2、 1/3、 
1/4、・・・が分かりやすい。 
・ｙも1/2、 1/3、 1/4、･･･になっ
ている。 

６. 問題②  

７．まとめる  

８．身のまわりから、一方が 1/2、 

1/3、 1/4、…になるともう一方

も1/2、 1/3、 1/4、…になるも

のを探す。 

９．振り返りをする。 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．自分の考えをもつ。 

・表を完成させる。 

・表を横に見て考える。 

４．ペア交流をする。 

５．全体交流をする。 
・㋐はｘ、ｙがいつも４になる。 
・㋐はｘ-４＝ｙになっている。 
・㋒はｘが 2倍、 3 倍、 ･･･にな
るとｙも 2 倍、 3 倍、 ･･･にな
る。比例だ。 
・㋒は２×ｘ＝ｙになっている。 
・表を縦に見たり横に見たりすれ
ばよい。 

６.問題② 

７． まとめる 

８．身のまわりから、一方が 1/2、 

1/3、 1/4、…になるともう一方

も1/2、 1/3、 1/4、…になるも

のを探す。 

９．振り返りをする。 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．みんなで考えをもつ。 

①ｘが３から５に変わるとき 

・３→５ ５÷３＝5/3 5/3倍 

・ｙは６→10 10÷６＝5/3  5/3倍 

・ｘが5/3倍になるとｙも5/3倍 

②ｘが３から２に変わるとき 

・３→２ ２÷３＝2/3 2/3倍 

・ｙは６→４  ４÷６＝2/3  2/3倍 

・ｘが2/3倍になるとｙも2/3倍 

 
 
 

 

４. 問題② 

５．まとめる 
６．練習問題を解く。 

７．振り返りをする。 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．自分の考えをもつ。 

４． ペア交流をする。 

５． 全体交流をする。 

①ｘが３から５に変わるとき 
・表を横に見て考えればよい。 
・３→５ ３をもとにする割合 
５÷３＝5/3  5/3倍 
・ｙは６→10 10÷６＝5/3  5/3倍 
・ｘが5/3倍になるとｙも5/3倍 
②ｘが３から２に変わるとき 
・３→２ ２÷３＝2/3 2/3倍 
・ｙは６→４４÷６＝2/32/3倍 
・ｘが2/3倍になるとｙも2/3倍 
・ｘの割合と、それに対応するｙの
割合は同じ。 
６．問題② 
７．まとめる 
８．練習問題を解く。 

９．振り返りをする 

 

 

 

まとめ 一方の量が増えると、それに伴ってもう一方の量が増えるものと減る

ものがある。 

ｙがｘに比例するとき、ｘの値が1/2、1/3、1/4、…になると、それにと

もなってｙの値も1/2、1/3、1/4、…になる。 

ｙがｘに比例するとき、ｘの値が 5/3 倍、2/3 倍になると、それに対応する

ｙの値も5/3倍、2/3倍になる。 

つまず

きへの

対応 

「それにともなって」の言葉をキーワードにして変化する２つの数量

を見付けるようにする。 

速さや面積の公式を復習し、実際に数字を当てはめて考えるように

する。（6年「速さ」、4年面積」） 

比例の定義について矢印を使って分かりやすく表した掲示物を示す。 

表を用いて、具体的なｘとｙの値で調べるようにする。 

18 は３の何倍かということから何倍

かを求める時は○÷△で求められ

ることを確認する。（3 年「わり算」、5

年「分数と小数、整数」） 

ｘの変化を矢印を使って示し、分数

倍の表記の仕方を理解させる。 

（5 年「分数と小数、整数」、6 年「分

数のわり算」） 

「６年 比」 

・比の意味と表し方 

・比の値と等しい比の意味や求め方 

「６年 文字を使った式」 

・未知数を□の代わりにｘという文字で表し、立式すること 

・ともなって変わる２量を○、△の代わりにｘ､ｙという文字で表し、立式すること 

表をもとに、ｘの２つの値と、それに対応するｙの２つの値の

関係を調べ、決まりを見つけよう。 表をもとに２つの量の関係を調べよう。 

表をもとに、一方の量が増えるともう一方の量はどのよう

に変わるか調べよう。 

「折れ線グラフ」 

・折れ線グラフの読み方、表し方 

「変わり方」 

・ともなって変わる２量の関係を表に整理する 

・ともなって変わる２量の関係を○、△を使って式に表すこと 

・ともなって変わる２量の関係をグラフに表すこと 

「ぼうグラフと表」 

・「正」の字を使った分類整理のしかた 

・棒グラフの意味と特徴 

・棒グラフの読み方、表し方 

・資料を２つの観点分類し、簡単な２次元の表にまとめること 

「２つの量の変わり方」 

・比例を理解し、ともなって変わる２量について比例かどうかの判別をすること 

・比例関係にある２量のうち、一方の数量からもう一方の数量を求めること 

「数量の関係の調べ方」 

・変わり方を表や式で表現すること 

「しらべよう」 

・分類整理して数えること 

・整理して、絵を用いたグラフに表したり、読んだりすること 

・絵を用いたグラフから、特徴を読み取ること 



小単元 ③   比例の式とグラフ ④  比例をつかってみよう 練習 

時 ４ ５ ６（本時） ７ 

ねらい ｙがｘに比例するとき、ｘの値でそれに対応するｙの値をわった商につい 

て表を縦に見たり、横に見たりして調べる活動を通して、その商がいつも決ま 

った数になることを理解し、その関係を式に表すことができる。 

比例する２つの数量の関係をグラフに表す活動を通して、比例のグ

ラフの特徴をとらえることができる。 

ともなって変わる 2 つの数量が比例の関係にあるとき、一方の数値からそれに

対応する他方の数値を求める活動を通して、表を縦に見て１本あたりの重さを考

えたり、表を横に見て本数が何倍になっているかを考えたりすればよいことに

気付き、比例の関係を活用して問題を解くことができる。 

基本的な学習内容に習熟し、それを活用することができる。 

評価規 

準 

比例する２つの数量の関係を表した表をたてに見て、２つの数量の対応関係

を調べ、式に表している。                    【数学的な考え方】 

比例する２つの数量の関係をグラフに表すことができる。  【技能】 

比例のグラフの特徴を理解している。           【知識･理解】 

2つの数量が比例関係にあることに気付き、比例の性質を活用して問

題を解いている。                     【数学的な考え方】                             

２つの数量の変わり方に着目し、比例の関係を見出すことができる。また、

比例する2つの数量の関係を、表や式やグラフに表すことができる。 

【技能】 

展開のタイプ 思考力･判断力・表現力などを育む 知識・技能の習得や定着を図る 思考力･判断力・表現力などを育む 知識・技能の習得や定着を図る 

問題 ①あるコピー機の、コピーにかかった時間ｘと、コピーできた枚数ｙ枚の関

係について、次の表が分かっています。この表を使ってｘとｙの関係につ

いて考えよう。 

②ｘの値が13のときのｙの値を求めましょう。また、ｙの値が480のときのｘ

の値を求めましょう。 

①次の表は、119 ページのうについて、ロボットが歩いた時間ｘ分

と、進んだ長さｙm の関係を調べたものです。ｘとｙの関係をグラ

フに表して、比例のグラフの特徴を調べましょう。 

②７分のときの進んだ長さと、11ｍ進むのにかかる時間をグラフから

求めましょう。 

①同じはしが７０本必要です。５本のはしの重さをはかったら、17.5gで 

した。このはし７０本の重さは何gになるでしょう。 

②＜じっくり＞同じくぎがたくさんあります。25本の重さをはかったら、４５ｇでし

た。このくぎ300本の重さは何ｇになるでしょう。 

＜チャレンジ＞おなじくぎがたくさんあります。全体の重さは540ｇで、そのう

ち25本の重さをはかったら45gでした。くぎは全部で何本あるでしょう。 

①練習問題を解きましょう。 

考えられる主な

つまずき 

ｙの値を既習事項を用いて求めることが難しい。 

ｙ＝決まった数×ｘの式に当てはめてｘ、ｙの値を求めることが難しい。 

グラフに、ｘ、ｙの値の組を表す点を見見付けることが難しい。 

ｙ＝決まった数×ｘで求めていくとよいことに気付かず、グラフを

かくことが難しい。 

比例の関係にあることに気付づきにくい。 

比例の関係を使って、問題を解くことが難しい。 

速さや三角形の面積の公式、比例の関係の式が不確かである。 

ともなって変わる2つの数量が、比例の関係になっているかどうかの判断 

に戸惑う。 

比例の関係を表やグラフに表すことが難しい。 

 じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ 

 

 

 

 

 

 

学 

 

習 

 

活 

 

動 

１．問題① 

２．課題をつかむ 

 

 
３．みんなで考えをもつ。 
・表をもとに 11 分の時の枚数を求め
る。 
・２つの考え方を理解する。 
・どちらも40という数が出てくる。 
・40は、１分間にコピーできる枚数。 
・ｙをｘでわったら、いつも40。 
・ｙ＝40×ｘ 
４．問題②  りんご問題 
・ｙ＝40×ｘにあてはめればいい。 
５．自分の考えをもつ。 
６．全体交流をする。  
・ｙ＝40×13＝520 
・480＝40×ｘ 
 ｘ ＝480÷40＝12 
６．まとめる 

７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 

３．自分の考えをもつ。 

４．ペア交流をする。 

５．全体交流をする。 
・表をもとに 11 分の時の枚数を求め
る。 
・表を横に見て、3分で120枚だか 
ら、１分では40枚。11倍だから 
440枚。 
・表を縦に見て、ｙ÷ｘ＝40だか 
  ら、40×11＝440。 
・ｙ＝40× 

５．問題② りんご問題 

・ｙ＝40×ｘにあてはめればいい。 

・ｙ＝40×13 
＝520 

・480＝40×ｘ 
  ｘ＝480÷40＝12 
６．まとめる 
７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

１．前時の復習をする。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。 

 

 

３．グラフのかき方を確認する。  

４．自分の考えをもつ。 

５．全体交流をする。 

・点をつないでいけばよい。 

・直線になっている。 

・ｘの値が0、0.5、3.5のときのｙの

値も、直線上にある。 

６．比例のグラフの特徴をまとめ

る。  

・０の点を通る直線になる。 

７.問題２ りんご問題 

・計算しなくてもグラフから求めら

れる。 

・７分のとき14ｍ、11ｍのと5.5分。 

８.まとめる。 

９.練習問題を解く。 

10．振り返りをする。 

１．問題①  

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．自分の考えをもつ。 

４．全体交流をする。 

・ｘとｙの関係はｙ＝２×ｘだ

から、ｘが0のときｙも0にな

る。 

・ｙ＝決まった数×ｘだから、

必ず0の点をとる。 

・グラフは直線になっている。 

・点と点の間も比例の関係にあ

る。 

５．問題２  りんご問題 

・計算しなくてもグラフから求

められる。 

・７分のとき 14ｍ、11ｍのとき

5.5分。 

６．まとめる。 

７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

１．問題① 

はしの本数と重さは比例の関係

にあることを理解する。 

２．課題をつかむ。 

 

 

３．表をもとにみんなで考えをも

つ。 

㋐１本あたりの重さを求めてから

70本分の重さを求める。 

㋑70 本が 5 本の何倍かを求めて

から70本分の重さを求める。 

４．問題② 
・表を縦に見て 
 45÷25＝1.8  300×1.8＝540 
                  540ｇ  
・表を横に見て 
300÷25＝12   45×12＝540  

540ｇ 

５．交流する。 

６．まとめる。 

７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

１．問題①  

はしの本数と重さは比例の関

係にあることを理解する。 

２．課題をつかむ。 

 

 

３．表をもとに自分の考えをも

ち、ペア交流をする。 

４．全体交流をする。 

㋐１７．５÷５＝３．５ 

３．５×７０＝２４５ 

㋑７０÷５＝３．５ 

  １７．５×１４＝２４５ 

５．問題② 

・表を縦に見て 

45÷25＝1.8  □×1.8＝540 

 540÷1.8＝300  300本  

・表を横に見て、540÷45＝12  

25×12＝300   300本 

６．まとめる。 

７．練習問題を解く。 

８．振り返りをする。 

１．前時までの復習をする。 

２，問題① 

３．課題をつかむ。 

 

 

・２つの数量の関係の式表示をし、

比例の関係かどうかの弁別をす

る問題 

・２つの数量の関係を表を用いて調

べ、比例の関係を見出し、それを

式やグラフにする問題 

・補充問題 

 

  

         

 

１．前時までの復習をする。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。 

 

 

・２つの数量の関係の式表示をし、

比例の関係かどうかの弁別をす

る問題 

・２つの数量の関係を表を用いて調

べ、比例の関係を見出し、それを

式やグラフにする問題 

・補充問題 

 

まとめ ｙがｘに比例するとき、ｘの値でそれに対応するｙの値をわった商は、いつも

決まった数になる。 ｙ＝決まった数×ｘ 

比例する２つの量の関係を表すグラフは、0の点を通る直線になる。 2つの量が比例の関係にあるときは、表に表し何倍かを求めて解く。 

㋐ｙはｘの何倍か（決まった数）を求める。 ㋑ｘが何倍か（ｙが何倍

か）を求める。 

 

つまず

きへの

対応 

 

ｘ、ｙに値を当てはめるときの式の

書き方を丁寧に教える。 

6 年「文字を使った式」の学習を振り

返り、一方の値が分かればもう一方

の値が分かることを確認する。 

２つの数の組を用いて平面上の

位置を表す方法を確認する。 

比例の関係にあるときにはｙ

＝決まった数×ｘや、ｘが○

倍になるとｙも○倍になること

を確認する。 

はしの本数と重さは比例の関係にあることを具体物を使って確認す

る。 

比例の定義について矢印を使って分かりやすく表した掲示物を示す。 

第４時を掲示物を使って想起させ、表を活用する視点を与える。 

 

ｘとｙの関係を言葉の式で表したり、数

値を当てはめたりすることで式化し、比

例かどうか判断させる。 

三角形の求積公式を確認して、表を完成

させる。（5年「三角形と四角形の面積」） 

既習事項の掲示を示し、自力解決

を支援する。 

ｘとｙの関係を言葉の式に表して

式化する。 

比例の学習を生かして問題を解き、学習のまとめをしよう。 

表をもとに比例の関係を使って、問題の解き方を考えよう。    

表をもとに歩いた時間ｘ分と、進んだ長さｙｍの関係をグラフに表そう。 

表をもとにｘとｙの関係を調べよう。 



 

小単元 ⑤比例 ⑥反比例の式とグラフ 

時 ８ ９ １０ １１ 

ねらい ともなって変わる２つの数量の関係を考察する活動を通して、反比例の定

義を理解することができる。 

ともなって変わる２つの数量の関係を反比例の定義と照らし合わせる

活動を通して、反比例していない事例を知り、ともなって変わる２つの

数量が反比例しているかどうかを判断できる。 

ｙがｘに反比例するとき、ｘの値とそれに対応するｙの値の積につい

て調べる活動を通して、その積がいつも決まった数になることを理解

し、その関係を式に表すことができる。 

反比例している２量の関係をグラフに表す活動を通して、グラフは直線で

はなくなめらかな曲線になることを理解し、正しくかくことができる。 

評価規 

準 

反比例する２つの数量の関係を考察し、２つの数量の変化のようすを進ん

で調べようとしている。                    【関心・意欲・態度】 

「反比例」 の定義や性質、比例の性質との違いを理解している。          

【知識･理解】 

反比例する２つの数量の関係を表した表を縦に見て、２つの数量の対

応関係を調べている。                  【数学的な考え方】 

反比例する２つの数量の関係をグラフに表すことができる。    【技能】 

反比例のグラフの特徴や比例のグラフとの違いを理解している。 

【知識･理解】 

展開のタイプ 思考力･判断力・表現力などを育む 知識・技能の習得や定着を図る 思考力・判断力・表現力などを育む 知識・技能の習得や定着を図る 

問題 ①上の㋑と㋓について、２つの量の関係を調べましょう。 ①２つの量が反比例するかどうか調べましょう。 

①36㎞はなれた所へ行くときの、時速ｘ㎞とかかる時間ｙ時間。 

②まわりの長さが24㎝の長方形の、縦の長さｘ㎝と横の長さｙ㎝。 

②面積が 12 ㎠の平行四辺形があります。この平行四辺形の底辺の長さｘ㎝を変

えていったときの、高さｙ㎝の変わり方について調べましょう。 

①次の表は、水族館の水槽に１８㎣の水を入れるときの、1時間に入れ

る水の量ｘ㎣と、かかる時間ｙ時間について調べたものです。ｘとｙ

の関係について考えましょう。 

①１３２ページの１の、1 時間に入れる水の量ｘ㎣と、かかる時間ｙ時間の

関係をグラフに表しましょう。 

考えられる主な

つまずき 

ｘ、ｙの値を見つけることが難しい。 

ｘとｙの関係を見つけることが難しい。 

ｘ、ｙの値を求めることが難しい。 

比例の関係や、反比例の関係と比較することが難しい。 

反比例しているかどうかを調べることが難しい。 

ｘとｙの関係を式に表すことが難しい。 

ｘの値とｙの値の組を表す点をグラフに表すことが難しい。 

点と点を結んでグラフを完成させることが難しい。 

コース じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ じっくり チャレンジ 

 

 

 

 

 

 

学 

 

習 

 

活 

 

動 

１．問題①  

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．みんなで考えをもつ。 

・表に表す。 

・㋑はｘが2倍、 3倍、 4倍、 ･･･に

なるとｙは1/2、1/ 3、 1/ 4、 ･･･に

なる。 

・比例ではない。 

・㋓はｘが１増えると、ｙは１ずつ 

減っていく。 

・㋓はｘ＋ｙがいつも40になる。 

４．「反比例」の用語と定義を知る。 

・ｘの値が 2 倍、 3 倍、 4 倍、 ･･･   

になると、それにともなってｙの値

が 1/2、1/ 3、 1/ 4、 ･･･になると

き、ｙはｘに反比例する。 

・㋓もｘが増えて、それにともなって

ｙが減っているけど反比例ではな

い。 

５．まとめる。 

６．振り返りをする。 

１．問題①  

２．課題をつかむ。 

 

 

 

３．自分の考えをもつ。 

４．全体交流をする。 

・㋑はｘが2倍、 3倍、 4倍、 ･･･

になるとｙは1/2、1/ 3、 1/ 4、 

 ･･･になる。 

・㋑は24÷ｘｘ＝ｙ 

・㋑はｘが1/2、1/ 3、 1/ 4、 ･･･

になると、ｙは 2 倍、 3 倍、 4

倍、 ･･･になる。 

・㋓はｘが１増えると、ｙは１ずつ

減っていく。 

・㋓は40-ｘ＝ｙになっている。 

・表を縦や横に見るとよい。 

５．「反比例」の用語と定義を知る。 

・ｘの値が2倍、 3倍、 4倍、 ･･･

になると、それにともなってｙの

値が1/2、1/ 3、 1/ 4、 ･･･にな

るとき、ｙはｘに反比例する。 

・㋓は反比例ではない。 

５．まとめる。 

６．振り返りをする。 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 
３．比例と反比例の関係を復習す
る。 
・ｘの値が2倍、 3倍、 4倍、 ･･･
になると、それにともなってｙの
値も2倍、 3倍、 4倍、 ･･･にな
るのが比例。 
・ｘの値が2倍、 3倍、 4倍、 ･･･
になると、それにともなってｙの
値が1/2、1/ 3、 1/ 4、 ･･･にな
るのが反比例。 
４．表に表し、みんなで考えをも
つ。  
・①はｘの値が 2 倍、 3 倍、 4
倍、 ･･･になると、ｙの値が1/2、
1/ 3、 1/ 4、 ･･･になるから反
比例。 
・②は反比例ではない 
５．問題②  
６．まとめる。 
７．練習問題を解く。 
８．身まわりから、一方が２倍、３
倍、４倍、…になるとそれにとも
なって、もう一方が 1/2、1/3、
1/4、…になるものを探す。 
９．振り返りをする。 

 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 
３．自分の考えをもつ。 
４．全体で交流する。 
・ｘの値が 2 倍、 3 倍、 4
倍、 ･･･になると、それにとも
なってｙの値が1/2、1/ 3、 1/ 
4、 ･･･になるのが反比例。 
・①はｘの値が 2 倍、 3 倍、 4
倍、 ･･･になると、ｙの値が
1/2、1/ 3、 1/ 4、 ･･･になる
から反比例。 
・道のり＝速さ×時間、36＝ｘ
×ｙ 
・②は反比例ではない。 
５．問題②  
６．まとめる。 
７．練習問題を解く。 
８．身まわりから、一方が２倍、３
倍、４倍、…になるとそれにと
もなって、もう一方が 1/2、
1/3、1/4、…になるものを探
す。 
９．振り返りをする。 
  
  

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 

３．みんなで考えをもつ。  
・ｘの値が 2 倍、 3 倍、 4
倍、 ･･･になると、それにともな
ってｙの値が 1/2、1/ 3、 1/ 
4、 ･･･になるから反比例 
・ｘとｙの積は、いつも 18 にな
る。 
・18は水槽の入れる水の量 
４．式の表し方を知る。 
・18は変わらない数 
・ｘ×ｙ＝18 
５．まとめる 
６．練習問題を解く。 

補充問題 
７．振り返りをする。 
 

 

１．問題① 

２．課題をつかむ。 

 

 
３．自分の考えをもつ。 
４．全体交流をする。 
・ｘの値が 2 倍、 3 倍、 4
倍、 ･･･になると、それにともな
ってｙの値が 1/2、1/ 3、 1/ 
4、 ･･･になるから反比例 
・ｘとｙの積は、いつも18になる。 
・18は水槽の入れる水の量 
・ｘ×ｙ＝18 
 
５．まとめる 
６．練習問題を解く。 

補充問題 
７．振り返りをする。 

 

 

１．前時の復習をする。 

２．課題をつかむ。 

 

 

 
３．ｘの値とｙの値の組の点の取り
方を理解する。 
・横軸の目盛りでｘの値を見て、縦
軸の目盛りでｙの値を見る。 
・比例のグラフのようにならない。 
・0の点を通らない。 
４．点の結び方を知る。 
・直線にはならない。 
・なめらかな曲線になる。 
５．比例のグラフと比べる。 
・比例のグラフは 0 の点を通ったけ
ど、反比例のグラフは通らない。 
・比例のグラフは直線だったけど、
反比例のグラフはなめらかな曲
線。 
６．まとめる。 
７．練習問題を解く。 

 補充問題 
８．振り返りをする。 
 

１．前時の復習をする。 

２．課題をつかむ。 

 

 

 
３．自分の考えをもつ。 
４．全体交流をする。 
・横軸の目盛りでｘの値を見て、縦
軸の目盛りでｙの値を見る。 
・比例のグラフのようにならない。 
・0の点を通らない。 
５．点の結び方を知る。 
・直線にはならない。 
・なめらかな曲線になる。 
・比例のグラフとは違う形になる。 
・縦軸や横軸には交わらないのか
な。 
・ｘ×ｙ＝18 だからｘやｙが 0 にな
ることはない。 
６．まとめる。 
７．練習問題を解く。 

 補充問題 
８．振り返りをする。 
 

まとめ ともなって変わる２つの量ｘとｙがあって、ｘの値が２倍、３倍、４倍、…に

なるとそれにともなって、ｙの値が 1/2、1/3、1/4、…になるとき、ｙはｘに

反比例するという。 

ともなって変わる２つの量ｘとｙがあって、一方の量が増えると、それ

にともなってもう一方の量が規則正しく変化しても、比例でも反比例で

もないときがある。 

ｙがｘに反比例するとき、ｘの値とそれに対応するｙの値の積は、い

つも決まった数になる。ｘとｙ 

 

反比例する２つの量の関係を表すグラフは、一直線ではなく０の点は通らない。 

ｘの値が大きくなるとグラフは横の軸に近づいていき、ｘの値が小さくなるとグラフは縦

の軸に近づいていく。 

つまず

きへの

対応 

 

比例と対比させて調べていくようにする。 式化するときは、ことばの式で考え

させてから、ｘ、ｙに置き換えるよ

うにする 

式から、比例や反比例との違い

を見付ける。 

小数のかけ算、わり算の仕方を

確認する。（5 年「小数のかけ算」

｢小数のわり算｣） 

ｘ、ｙを言葉の式にあてはめて

式をつくる。 

ｘとｙの積がどこでも一定である

ことを確認し、式化する。 

２つの数の組を用いて平面上の位

置を表す方法を確認する。 

限りなく軸に近付くグラフの意味を

ｘの座標の変化に着目することで

考えられるようにする。 

第1時の復習として、問題文にｘの

数値を当てはめることで、表が完成

できるようにする。 

第 1 時で学習した言葉の式を使っ

て、表が完成できるようにする。 

表を横に見て、ｘとｙの関係を調べよう。 表をもとに、１時間に入れる水の量ｘ㎥と、かかる時間ｙ時間の

関係をグラフに表そう 

表を縦に見て、ｘとｙの関係を調べよう。 表をもとに、一方の量が増えるともう一方のり量がはどのよう

に変わるか調べよう。 



 

 小単元 まとめの練習 発展 

時 １２  

 

 

 

ねらい 基本的な学習内容を理解しているか確認する。 

評 

価 

規  

準 

比例や反比例の性質を理解している。 

 

                     【知識・理解】 

展開のタイプ 知識・技能の習得や定着を図る 

問題 ①まとめの練習問題を解きましょう。 

考えられる主な

つまずき 

既習事項を使って問題を解くことが難しい。 

コース じっくり チャレンジ 

 

 

 

 

 

 

学   

  

習 

 

活 

 

動 

１．単元の復習をする。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。 

 

 

・比例、反比例の定義や性質につい

て答える問題 

・２つの数量の関係が比例か反比例

かの弁別をする問題 

・２つの数量が比例か反比例かの弁

別をし、比例と反比例の式表示を

する問題 

・比例のグラフを選択する問題 

 

１．単元の復習をする。 

２．問題① 

３．課題をつかむ。 

課題をつかむ。 

 

・比例、反比例の定義や性質につい

て答える問題 

・２つの数量の関係が比例か反比例

かの弁別をする問題 

・２つの数量が比例か反比例かの弁

別をし、比例と反比例の式表示を

する問題 

・比例のグラフを選択する問題 

・補充問題 

 

 

 

まとめ  

 

 

 

つまず

きへの

対応 

 

ｘとｙの関係を言葉の式に表したり、

数値を当てはめたりすることで式化

し、比例かどうか判断できるようにす

る。 

単元の学習のポイントを掲示にまと

めて示す。 

既習事項の掲示を示し、自力解決を

支援する。 

中学校 

比例と反比例の学習を生かして問題を解き、単元のまとめをしよう。 

・変数と変域の意味 

・関数の意味（関数の考え） 

・関数を表す式表示とグラフ表示 

・比例の関係を表す式とグラフの特徴 

・反比例の関係を表す式とグラフの特徴 

 



６ 本時のねらい 

ともなって変わる2つの数量が比例の関係にあるとき、一方の数値からそれに対応する他方の数値を求める活動
を通して、表を縦に見て１本あたりの重さ（決まった数）を考えたり、表を横に見て本数が何倍になっているか

を考えたりすればよいことに気付き、比例の関係を活用して問題を解くことができる。 
 

７ 本時の展開 (６／１１ 思考型) （チャレンジコース） 

 学 習 活 動 ○指導・援助（重点◎）◆評価規準 

つ

か

む

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

１ 問題場面を把握し、考えるための見通しをもつ。 

（問題１）同じはしが 70本必要です。5本のはしの重さをはかったら、17.5ｇでした。この

はし70本の重さは何ｇになるでしょう。 

・分かっていること      はしの重さは本数に比例している 

5本のはしの重さが17.5ｇ 

・聞いていること        このはし 70本の重さ 

・追究の見通し         表を作って、考える。 

 

 

本数 ｘ （本） 5 70 

重さ ｙ （ｇ） 17.5 □ 

 

２ 課題をつかむ。 

 

 

 

３ 比例の表を手がかりに個人追究をし、その後ペア交流をする。 

        

 

 

 

 

 

本数x（本） 5 70 

重さ y（g） 17.5 □ 

 

４ 考えの根拠である比例の表をどのように見たかを明らかにし、表を示しながら発表し、

それぞれのよさに気付く。 

・㋐は、表を縦に見て決まった数を求めている。 

・㋑は、表を横に見てはしの本数が何倍になっているかを求めている。 

・計算の難しさはあまり変わらない。 

 

５ ｘの値が未知である場合の問題を解く。 

（問題２）同じくぎがたくさんあります。全部の重さは 540g で、そのうちの 25 本の重さを

はかったら、45gでした。くぎは全部で何本あるでしょう。 

㋐45÷25＝1.8  540÷1.8＝300     A.300本 

㋑540÷45＝12  25×12＝300       A.300 本 

・どちらの考えでも求めることができる。 

 

６ 本時のまとめをする。 

ｙがｘに比例しているとき、 

㋐表を縦に見て、決まった数を求めて解く。  

㋑表を横に見て、何倍になったかを求めて解く。 

 

７ 練習問題を解く。 

 

８ 振り返りをする。 

本数x（本） 5 70 

重さ y（g）       17.5 □ 

○問題１の解決の見通しがもてる

ように、はしを提示する。  

        視覚化 

○はしの重さは本数に比例して

いることに気付くことができるよ

うにするために、はしの実物を

提示し1本ずつ増えていく様子

を確かめる。 

 視覚化 焦点化 

○本数と重さを表に表す。 

視覚化 共有化 

 

 

 

○表を用いて比例の問題を解決 

するには、表を縦に見てyが x

の何倍になっているか（決まっ

た数）を使って求める方法と、

表を横に見てxは何倍になっ

ているかを使ってｙ求める方法

があることを掲示物で確認し、

自分が選択した方法で問題解

決できるようにする。 

焦点化 視覚化 

○表から式を作ることができず、

困っている児童には、矢印が

入ったヒントプリントを渡す。 

◎ペア交流では、表をどのように 

見たかをはっきりさせ、表を指

し示しながら自分の考えを述べ

るようにする。      共有化 

◎それぞれの求め方の違いを分

類整理する。はし 1本あたりの

重さや本数に他の数値を当て

はめることで、合理的な方法を

選ぶことができることに気付け

るようにする。      共有化 

○比例の関係であることを押さえ

てから、どちらのやり方がより簡

単に解決できるか意識しながら

解くことができるよう言葉がけを

する。 
 

◆評価規準 

比例の関係にあるｘとｙの表を

縦や横に見て問題を解いてい

る。     【数学的な考え方】 

㋑本数が何倍になっているかを使う。 

はしの本数が何倍になったかを調べると、 
70÷5＝14 （倍） 
はし70本の重さは、17.5ｇの14倍だから、 

17.5×14＝245     答え 245ｇ 

表をもとに、比例の関係を使って、問題を解く方法を考えよう。 

㋐決まった数を使う。 
決まった数（1本あたりの重さ）を求める。 

17.5÷5＝3.5 3.5（g） 
決まった数が3.5だから、70本の重さは、

3.5×70＝245     答え 245ｇ 



 



６ 本時のねらい 

ともなって変わる2つの数量が比例の関係にあるとき、一方の数値からそれに対応する他方の数値を求める活動
を通して、表を縦に見て決まった数（1本あたりの重さ）を考えたり、表を横に見て本数が何倍になっているかを
考えたりすればよいことに気付き、比例の関係を活用して問題を解くことができる。 
 

７ 本時の展開 (６／１１ 思考型) （じっくりコース） 
 学 習 活 動 ○指導・援助（重点◎）◆評価規準 

つ

か

む

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

１ 問題場面を把握し、考えるための見通しをもつ。 

（問題①）同じはしが70本必要です。5本のはしの重さをはかったら、17.5ｇでした。この

はし70本の重さは何ｇになるでしょう。 

・分かっていること     はしの重さは本数に比例している。 

 5本のはしの重さが17.5ｇ 

・聞いていること      このはし 70本の重さ 

・追究の見通し       表を作って、考える。 

本数   ｘ （本） 5 70 

重さ    ｙ （g） 17.5 □ 

 

２ 課題をつかむ。 

 

 

 

３ 比例の関係を使ってみんなで考えをもつ。 

              

 

 

 

 

 

 

 

               

本数 ｘ（本） 5 70 

重さ  ｙ（ｇ） 17.5 □ 

 

４ 比例の関係を使って自分で問題を解く。 

(問題②) 同じくぎがたくさんあります。25 本のくぎの重さをはかったら、45ｇでした。こ

のくぎ300本の重さは何ｇになるでしょう。 

㋐45÷25＝1.8  1.8×300＝540         ㋑300÷25＝12  45×12＝540 

       A.540ｇ                        A.540ｇ                

     

 

 

５ ペア交流を通して、自分の考えを確かにする。 

 

６ 本時のまとめをする。 

ｙがｘに比例しているときは、 

① 表を縦に見て、決まった数を求めて解く。   
② 表を横に見て、何倍かを求めて解く。 
 

７ 練習問題を解く。 

 

８ 振り返りをする。 

本数  ｘ（本） 5 70 

重さ   ｙ（ｇ） 17.5 □ 

本数 ｘ（本） 25 300 

重さ  ｙ（ｇ） 45 □ 
本数 ｘ（本） 25 300 

重さ  ｙ（ｇ） 45  □ 

◎はしの重さが本数に比例してい

ることに気付くことができるように

するために、はしが 1 本ずつ増

えていく様子を提示する。    

視覚化 焦点化 

○比例の定義を掲示物で確かめ

る。                視覚化 

       

○数値の関係をはっきりさせるため

に、問題の本数と重さを表に表

す。              視覚化 

 

 

 

 

○２つの考え方をとらえやすくする

ために、１本のはしと5本のはしの

束、70 本のはしの束との関係を具

体物を使って見せる。 

 視覚化 焦点化 

 

◎２つの考え方を比べ、それぞれ

表のどこをどのように見ればよい

かを確認して、問題②がどちらか

の方法で自力解決できるように

する。            共有化      

 

 

 

 

○自力解決ができるように数値を

表に表しておく。 

 視覚化 焦点化 

○自分の考えがもてない児童に

は、掲示物や矢印の入ったプリ

ントで支援する。   

 

○ペア交流の視点として、表をどの

ように見たかをはっきりさせて交

流できるようにする。   共有化 

 
 

◆評価規準 

比例の関係にあるｘとｙの表を縦

や横に見て、問題を解いている。  

【数学的な考え方】 

㋑本数が何倍になっているかを使う。 
表を横に見る 

本数が何倍になっているかを調べる。 
70÷5＝14（倍） 
はし 70本の重さは、17.5ｇの 14倍に
なるから、 

17.5×14＝245           
 答え 245ｇ 

表をもとに、比例の関係を使って問題を解く方法を考えよう。 

㋐決まった数を使う。  表を縦に見る  
決まった数（はし 1本あたりの重さ）
を求める。 

17.5÷5＝3.5 3.5（ｇ） 
きまった数（はし 1本あたりの重さ）
が 3.5だから 70本分の重さは、 

3.5×70＝245        
答え 245ｇ 



 


